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ネ見-村

平成10年4月広報たまかわ

3
月
6
白
か
ら
ロ
日
ま
で
の
〈
云
期
で

聞
か
れ
た
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
閃
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
各
会

計
の
新
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
予
算
は
、
全
〈
云
計
の
総
額

で
、
日
刊
億
3
，
2
2
8
万
円
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に
比
べ
て

3

億
9
6
4
万
円

(
5
・
ア
%
)
の
減
と
な

り
、
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

たばこ税
(6.5%) 

4，247万円

軽自動車税

(1.8%) 

1，153万円

利ミ子割交付金

交通安全対策特別交付金

特別地方消費税交付童

1.496万円(0.4%)費工

議会費9，601万円(2.8%)

|地方交付税I~ 行政サービスは、ど
の自治体でも同水準であることが望

まれます。国が地方自治体の財政事

情に応じて分配するお主です。

|地方譲与税 I ~ 国税と して徴収さ
れ、一定の墨準によって地方自治部

に譲与されるお金で、自動車重量譲

与税、消費譲与税などがあります。

|公債費I~ 村の借入金(村債)の

返済金です。

|義務的経質 I ~ 村の歳出のうち固定
化している経費であって、任意に削

減できない経費です。

|投資的経費 I~ 施設等、将来に残る

ものに麦出されるお盆です。

I雇i麗支出金と県支出金1~ 村が事業
を行う場合に、国や県が事業費の一

部を朋成するお金です。

|村 債I~ 長期間で返済する村

の借入金です。

33億9，019万円歳入33億9.019万円歳出
|扶助費I~ 社会保障制度の一環

として、生活困窮者の最低限の生活

維持や、生活向上を図る自的で麦出

されるお金です。

33億9.019万円

5億3.946万円

2 

54{意3.2287]円

6億6，359万円

2億1，520万円

4{意4，243万円

1億8，141万円

歳

入

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
お
億

9
，
0
1
9
万
円
と
な
り
、
前
年

比
で
ロ
・

8
%
の
減
額
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

歳
入
で
前
年
度
当
初
予
算
よ
り

増
え
る
の
は
、
地
方
消
費
税
交
付

金
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
繰
入

金
で
す
。
ま
た
、
減
と
な
る
の
は

利
子
割
交
付
金
、
村
債
、
諸
収
入

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、
大
き
く
自
主
財
源

(
村
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
金
)

と
依
存
財
源
(
国
や
県
交
付
さ
れ

る
金
や
借
金
)
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

平
成
凶
年
度
一
般
会
計
を
自
主

財
源
と
依
存
財
源
に
分
け
て
み
る

と
、
白
主
財
源
が
お
・

5
%、
依

存
財
源
が
は
ω

・
5
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
当
初
予
算
の
自
主

財
源
は
、
ぬ
・

9
%だ
っ
た
の
で

本
年
度
の
白
、
五
財
源
比
率
が
や
や

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

出

歳
出
を
目
的
別
に
み
ま
す
と

農
林
水
産
業
費
、
総
務
費
、
衛
生

費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

当
初
予
算
に
比
べ
て
、
土
木
費
が

約

5
億
8
，
8
4
5
万
円
の
減
額

(ω
・
8
%
の
減
)
と
な
っ
た
の
が

大
き
な
特
徴
で
す
。
こ
れ
は
昨
年
、

工
事
着
手
予
定
だ
っ
た
総
合
運
動

公
関
整
備
事
業
に
予
算
計
上
さ
れ

ま
し
た
が
、
都
市
計
画
法
の
導
入

に
よ
り
事
業
着
工
が
遅
れ
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

ま
た
、
歳
出
予
算
を
性
質
別
に

み
ま
す
と
、
義
務
的
経
費
と
投
資

的
経
費
、
そ
の
他
の
経
費
の

3
つ

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
義
務
的
経
費

は
、
職
員
や
議
員
な
ど
の
人
件
費

や
村
の
借
金
返
済
と
な
る
公
債
費

な
ど
で
す
。
投
資
的
経
費
と
は
普

通
建
設
事
業
費
で
、
国
・
県
か
ら

補
助
金
を
受
け
て
行
う
補
助
事
業

1人当たりが納める村税

~ 合計 85;305応|

固 定資産税 53，124円

市町村民税 25，125円

市町村たばこ税 5，549円

軽自動車税 1，507円

( 1月1日現在人口7，653人)

と
村
が
単
独
で
行
う
単
独
事
業
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
の

一
般
会
計
予
算
の
中

で
義
務
的
経
費
が
占
め
る
割
合
は

お・

9
%
で
、
投
資
的
経
費
が
お
・

7
%と
な
っ
て
い
ま
す
。

万円

嘆
幻
則

劫

3
0

扶
叩
は

20，415 
(6.0%) 

単位出(性質別)-歳

3 



平成10年4月

平
成
叩
年
度

主
な
事
業
と
取
組
み

地
方
分
権
の
対
応
と
行
政
改
革
の
推
進
川

行
政
改
革
の
推
進
等
地
方
分
権
の

役
割
を
的
確
に
果
た
せ
る
行
政
体
制

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

画
比
河
川
河
1
1

村
民
生
活
に
直
結
し
た
生
活
道
の

整
備
を
初
め
、
村
道

1
!
日
号
線

の
延
長
及
び
県
道
昇
格
、
更
に
県
事

業
の
矢
吹
・
小
野
バ
イ
パ
ス
、
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
エ
ー
の
整
備
促

進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

広報たまかわ

整
J

備
一

年
次
計
画
に
よ
り
農
業
集
落
排
水

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
第
二
次
計

画
の
竜
崎
地
区
で
は
、
平
成
9
年
度

に
管
路
工
事
を
計
画
し
て
お
り
平
成

日
年
度
に

一
部
供
用
開
始
に
向
け
て

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

石
川
地
方
生
活
環
境
施
設
組
合
で

は
、
重
点
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

ご
み
の
最
終
処
分
場
建
設
に
取
り
か

か
る
事
業
を
進
め
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定
を

教
職
員
人
事
異
動

転

出

者

敬
称
略

(
)
は
新
任
枝

{
玉
川
第
一
小
学
校
】

マ
宗
形
久
恵
教
諭
(
沢
田
小
)

マ
内
山
真
寿
美
教
諭
(
仁
井
田
小
)

マ
鈴
木
多
恵
子
養
護
教
諭
(
石
川
小
)

マ
矢
内
育
子
教
諭
(
小
田
川
小
)

マ
会
田
静
恵
副
主
査
(
南
山
形
小
)

{
川
辺
小
学
校
】

マ
目
黒
輝
子
教
諭
(
中
谷
二
小
)

マ
熊
田
弘
喜
副
主
査
(
玉

一
小
)

【
須
釜
小
学
校
}

マ
伊
藤
政
憲
校
長
(
会
北
小
)

マ
宗
形
誠
教
諭
(
須
賀
川

一
小
)

マ
三
浦
陸
子
教
諭
(桑
野
小
)

マ
小
針
出
浩
教
諭
(
石
井
小
)

マ
小
林
幸
雄
教
諭
(
安
積

一
小
)

{
泉
中
掌
校
}

マ
村
上
進
校
長
(
石
川
中
)

V
岡

本

裕

次
教
諭
(
移
中
)

マ
天
野
信

一
講
師
(
天
栄
中
)

平成10年4月

玉川村西工会

の事務自長に前

福島県西工会連合会振興部長の

須藤幸ーさん(59歳)=浅川町=

が4月1巴付で就任しました。

なお、車由喜衛前局長は3月

31日付で退職となりました。

商工会事務局長に

須藤幸ーさん

広報たまかわ

受
け
て
、

資
源
ご
み
分
別
収
集
事
業

を
本
年
四
月
か
ら
村
内
全
域
で
実
施

い
た
し
ま
す
。

農
業
後
継
者
対
策
の
認
定
農
業
者

の
育
成
や
、
安
全
で
安
定
し
た
食
料

供
給
実
現
に
向
け
て
各
生
産
団
地
の

育
成
な
ど
消
費
者
ニ

l
ズ
に
あ
っ
た

生
産
体
制
の
強
化
の
た
め
、
各
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
指
導
強
化
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
農
業
振
興
の
充

実
強
化
の
た
め
の
拠
点
づ
く
り
と
し

て
、
農
業
振
興
公
社
(
仮
称
)
の
設
立

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
か
ら
先
行

造
成
方
式
に
改
め
ま
す
。
用
地
が
決

ま
り
次
第
、
地
権
者
へ
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

相
凶
ほ
川
市
川

村
外
か
ら
の
入
込
客
も
多
く
徐
々

に
賑
わ
い
の
あ
る
街
並
み
が
形
成
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
消
費
者
ニ

l
ズ

に
対
応
し
た
商
庖
経
営
の
確
率
が
重

要
で
あ
る
の
で
商
工
会
と
連
携
し
な

が
ら
経
営
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

{
須
釜
中
学
校
】

マ
増
子
清
一
教
頭
(
小
原
田
中
)

マ
芳
賀
善
正
教
諭
(
定
年
退
職
)

マ
山
田
克
行
教
諭
(
須
賀
川

一
中
)

マ
溝
井
奈
緒
子
教
諭
(
仁
井
田
中
)

マ
石
井
文
子
教
諭
(
稲
田
中
)

マ
安
倍
幸
枝
講
師
(
退
職
)

転

入

者

は
旧
任
授

{
玉
川
第
一
小
学
校
】

マ
緑
川

聡

美
教
諭
(
三
神
小
)

マ
内
山
こ
ず
え
教
諭
(
泉
小
)

マ
藤
田
奈
津
子
教
諭
(
。
)

マ
野
中
早
知
子
養
護
教
諭
(
南
山
形

小
)

マ
熊
田
弘
喜
副
主
査
(
川
辺
小
)

{
川
辺
小
学
校
】

マ
鈴
木
幸
代
主
事
(
南
山
形
小
)

【
須
釜
小
学
校
】

マ
回
子
育
良
校
長
(
田
口
小
)

マ
平
野
美
和
教
諭
(
滑
津
小
)

マ
舘
初
治
教
諭
(
須
賀
川
三
小
)

マ
鈴
木
洋
子
教
諭
(
大
原
小
)

こぶしの里センター
所長に

角田文弥さん

村生産物直売

所『ご;"5¥しの里

センタ-j所長

に角田文弥さん(61歳)=中 z が

4月1日{すで就任しました。

なお、前所長の塩田正幸さん

はJAあぶくま石川に復帰とな

りました。

福
祉
の
充
実
主
健
康
づ
一《
り

平
成
十
二
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

法
の
施
行
に
伴
い
介
護
保
険
事
業
計

闘
の
策
定
計
画
を
し
ま
す
。
ま
た
、

ホ
l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
老

人
障
害
者
デ
ィ

l
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
在
宅
福
祉
事
業
と
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
口
健
康
づ
く
り
と
し
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
各

種
の
健
康
教
室
や
相
談
、
研
修
活
動

な
ど
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
口

昨
年
に
引
き
続
き
、
村
単
独
事
業

に
よ
る
外
国
人
青
年
を
マ
ツ
コ
リ
ー

大
学
(
豪
州
)
か
ら
招
致
し
て
語
学
力

の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。
ま
た
生
涯

学
習
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

い
E
E
E円

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可

な
ど
の
諸
手
続
を
進
め
、
平
成
日

年
度
着
工
を
目
指
し
ま
す
。

源

の

昨
年
度
の
水
源
調
査
の
結
果
、
水

平
集
水
管
か
ら
取
水
す
る
「
集
水
井
」

が
合
理
的
と
の
報
告
か
ら
試
験
的
に

水
平
管
を
設
置
し
て
、
水
源
位
置
を

決
定
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
鈴
津
敦
子
教
諭
(
富
田
西
小
)

マ
窪
田
喜
範
教
諭
(
磯
部
小
)

{
泉
中
学
校
}

マ
飯
島
裕
校
長
(
沢
田
中
)

マ
矢
吹

富
美
教
諭
(
石
川
中
)

マ
国
谷
四
郎
教
諭
(
小
野
中
)

【
須
釜
中
掌
校
】

マ
星
英
雄
教
頭
(
下
郷
中
)

マ
深
谷
良
雄
教
諭
(
長
沼
中
)

マ
中
村
清
文
教
諭
(
浅
川
中
)

マ
小
針

克
則
教
諭
(
郡
山

一
中
)

村
職
員
人
事
異
動

4
月
1
日
付

・
敬
称
略

(
)
は
旧
所
属
、
職
名
で
す
。

{
課
長
栂
当
職
}

マ
泉
保
育
所
長
(
公
民
館
長
)
真
弓
好

司

マ

須

釜
支
所
長
兼
須
釜
児
童
館

長
(
税
務
課
長
補
佐
兼
賦
課
徴
収
係

長
)
高
林
重
和
マ
公
民
館
長
(
企
画

財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
兼
空
港

対
策
係
長
)
石
森
春
男

{
課
長
補
佐
相
当
職
}

マ
税
務
課
長
補
佐
(
教
育
委
員
会
教

育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
兼
社

会
教
育
係
長
)
草
野

正

博

マ

住
民

課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
(
建
設

課
管
理
係
長
)
小
針
敬
人

マ
農
政

課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
(健
康

福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係
長
兼
保
健

衛
生
係
長
)
八
木
喜
久

夫

マ

企

画

(千円を四措五入)

1，335万円

1億5，330万円

1 f意534万円

7者
圃阿武隈中部第2区域公団事業髄還金

・農村総合整備モデル事業

E地域開発整備関連農林業対策事業

6，537万円盟議会議員の報酬i手当等

745万円

三護鰻務

8，615万円

8，126万円

1億5，251万円

1，126万円

3，225万円

1，577万円

1，680万円

-ふるさと創生事業費(中掌笠匡内研修など)

.身体障害者，老人デイサービス事業委託

・老人ホームヘルプサービス事業委託

細重度It，¥易障害者への医療費問成

財
政
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
兼
空
港

対
策
係
長
(
農
政
課
農
林
土
木
係
長
)

塩
浮
邦
章

{
係
長
相
当
職
】

マ
建
設
課
管
理
係
長
(
住
民
課
国
民

年
金
係
長
)
大
和
問
ス
ミ
マ
教
育

委
員
会
学
校
教
育
係
長
兼
社
会
教
育

係
長
(
企
画
財
政
課
財
政
係
長
)
本
田

吉
和
マ
企
画
財
政
課
財
政
係
長
(
企

画
財
政
課
商
工
観
光
係
長
)
丹
内

一
彦

マ
健
康
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係
長

兼
保
健
衛
生
係
長
(
農
政
課
農
業
振

興
係
長
)
小
針
弘
マ
住
民
課
国
民

年
金
係
長
(
総
務
課
主
査
)
有
賀
明
美

マ
農
政
課
農
林
土
木
係
長
(
建
設
課

主
査
)
石
井
雅
夫

マ
建
設
課
建
設

係
長
(建
設
課
主
査
)
塩
津
理

博

マ

企
画
財
政
課
商
工
観
光
係
長
(
総
務
課

、
王
査
)
矢
部
玄
幸

マ
税
務
課
賦
課

徴
収
係
長
(
税
務
課
主
査
)
溝
井
浩
一

マ
い
ず
み
幼
稚
園
主
任
教
諭
(
い
ず

み
幼
稚
園
教
諭
)
瀬
谷
智
子
マ
総

務
課
主
査
(
建
設
課
主
査
)
須
釜
信

一

【
係
員
}

マ
農
政
課
主
査
(
会
計
室
主
査
)
塩
田

敦

マ
建
設
課
主
査
(
総
務
課
主

査

・
郡
山
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

派
遣
)
小
針
武
彦
マ
総
務
課
主
事

(
税
務
課
主
事
)
野
崎
智
之

【
退
職
者
}

3

月
引
日
付

マ
須
(
金
支
所
長

関

根

英

夫

マ

泉

保
育
所
長
溝
井
宏
子
マ
住
民
課

1，449万円周消防施設整備(防火水槽3塁)

11意375万円
1，581万円

1，901万円

1 f意1，790万円

.村水道事業会計への補防釜

.不燃物ごみ収集事業(分別収集等)

.各種模診の委託

.石川地方:3:活環境施設組合分賦笠

5，082万円

2億3，898万円

園田営母畑土地改良事業負担金

・団体営農道整備事業・/3¥るさと農道整備事業

橿村商工会へ商工振興補間金

国歴翠

.総合運動公園整備事業

.道路維持雷理事業

.道路新設改良事業

主
幹
塩
津
忠
雄
マ
須
釜
小
学
校

用
務
員
須
釜
登
志
子

新
入
職
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

あ古かわえい じ

浅川栄治・24歳
.矢吹町出身

圃会計室

棺楽知恵
圃22歯
置須賀川市出身

.総務課

瀬谷輝賢
箇20歳
・北須蓑出身

.建設課

き貴
日博

身

一

時

U.
出
謂

什

μ
訪
辺
康

澗抽
出
引
山
健

ヨ

i
園
田
園

大竹一誠
田19歳
躍岩法寺出身

園税務課

4 広
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玉
川
村
日
華
親
善
友
好
都
市
提
携
推
進
協
議
会
(
車
田
次
夫
会
長
)
で

は
、
須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
の
児
童
ば
名
を
さ
む
団
員
別
名
で
友
好

訪
問
団
(
団
長
・
:
小
林
由
一
旦
司
教
育
長
)
を
結
成
し
、

3
泊
4
日
の
日
程
で

中
華
民
国
鹿
谷
郷
に
派
遣
し
ま
し
た
。

訪
問
団
は
、

3
月
お
日
に
福
島
空
港
か
ら
大
阪
経
由
で
中
華
民
国

に
向
か
い
ま
し
た
。
鹿
谷
郷
で
は
、
鳳
国
国
民
小
学
校
の
校
庭
で
一
輪

車
乗
り
を
披
露
し
、
鹿
谷
郷
児
童
と
楽
し
い
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

平成10年4月広報たまかわ

訪
問
団
は
、
台
北
市
に

1
泊
し
た
翌
日
の

3
月
初
日

に
鹿
谷
郷
に
入
り
、
鹿
谷
郷
所
(
役
場
)
で
の
歓
迎
式
典

に
臨
み
ま
し
た
。

鹿
谷
郷
か
ら
3
月
1
日
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
陳
錫

梧
郷
長
(
お
歳
)
を
は
じ
め
、
歴
代
の
郷
長
、
各
種
団
体

の
長
が
出
席
し
て
訪
問
団
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
陳
郷
長

か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
訪
問
団
を

代
表
し
て
小
林
団
長
が
訪
問
の
受
入
れ
の
お
礼
と
今

回
、
初
め
て
行
わ
れ
る
児
童
交
流
が
有
意
義
な
研
修
に

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。式

典
終
了
後
に
、
会
場
を
鳳
風
国
民
小
学
校
に
移
し

て
一
輪
車
を
使
つ
て
の
児
童
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

車

の

演

鹿
谷
郷
は
日
本
の
初
夏
を
思
わ

せ
る
気
候
。
鳳
風
国
民
小
学
校
の

校
庭
の
周
り
の
榔
子
の
木
が
南
国

を
感
じ
さ
せ
、
寒
い
玉
川
村
か
ら

や
っ
て
来
た
団
員
た
ち
は
、

異
国

情
緒
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

鳳
風
間
民
小
は
、
須
釜
小
と
同

じ
く
児
童
数
回
名
の
分
校
を
持
つ

全
校
生
徒
制
名
の
学
校
で
す
。
ま

た
、
劉
校
長
先
生
は
、

一
昨
年
の

7
月
に
鹿
谷
郷
の
出
児
童
を
引
率
し

て
本
村
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

鳳
風
国
民
小
学
校
の
全
校
児

童
、
教
員
や
学
校
関
係
者
が
見
守

る
中
、
四
辻
分
校
児
童
日
名
が
息

披

露

郷
の
児
童
に

の
あ
っ
た

一
輪
車
乗
り
の
演
技
を

披
露
し
ま
し
た
。
鳳
風
国
小
の
児

童
た
ち
は
、
一
輪
車
の
妙
技
に
大

き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

四
辻
分
校
児
童
の
演
技
が
終
わ

っ
た
あ
と
、
鳳
風
国
民
小
学
校
の

児
童
も
実
際
に

一
輪
車
乗
り
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
辻
分
校

の
子
供
た
ち
が
コ
l
チ
役
に
な
っ

て
指
導
を
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

一
輪
車
に
み
ん
な
戸
惑
っ
て
い
ま

し
た
が
、
交
流
の
中
で
友
情
が
芽

生
え
、
住
所
録
の
交
換
な
ど
が
行

わ
れ
末
永
い
交
流
へ
の
期
待
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

結ー;輪?車掌右腕!議医学小川
車田村長から鳳闇国民小掌校に贈呈の一輪車

15台が四辻分枝児童により、鳳闇国小学児童に

手渡されました。鳳圏国IJ¥の児童たちは、 f一生

懸命に練習して、四辻分校のような演誌ができ

るようになりたいです」と話していました。

6 

鹿
谷
郷
訪
問
団
メ
ン
バ
ー

団団
員長

小
林
豊
司
(
教
育
長
)

伊

藤

政
憲
(
須
釜
小
校
長
)

野
口
庄
嗣
(
企
画
財
政
課
長
)

丹

内

一
彦
(
企
画
財
政
課
係
長
)

今
野
隆
子
(
養
護
教
諭
)

石
井
千
代
子
(
用
務
員
)

塩

田

真

二
四
辻
分
校
P
T
A会
長
)

須

田

知

寛
(3
年
)

須

田

麻

美

(
3
年
)

関
根
幸
恵
(
3
年
)

太

田

里

花

(
3
年
)

関
根
拓
也
(
4
年
)

塩

田

淳

美
(
4
年
)

塩
田

孝
典
(5
年
)

関
根
吉
博
(
5
年
)

関
根
康
浩
(
5
年
)

関
根
友
理
恵
(
5
年
)

石

井

宏

美

(
5
年
)

石

井

明

菜

(
5
年
)

溝

井

宏

幸

(
6
年
)鹿谷郷の関係者と 緒に記念撮影

7 



平成10年4月

に大勢の人出

広報たま力、わ

り
福島空港開港議議5周年記念

春の空港まつ
ボカボ力陽気に関係者も笑顔

.トピ~ @7 ~. 
IN 

K患臨む

大予
盛

福
島
空
港
の
開
港
5
周
年
記
念

の
『
春
の
空
港
ま
つ
り
』
は
、

3
月
お

日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘
わ
れ
た
家
族

づ
れ
な
ど
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ふ
る
さ
と
市
に

は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
空
港
で
の
イ
ベ
ン
ト

は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
大
勢
の
人
出
に
関
係
者
も
笑

顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

j兄

ん
が調

講

演

ウルトラマンBIGフェスティパル

玉
川
村
と
須
賀
川
市
の
経
済
団

体
が
主
体
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た

春
の
空
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
空
港
ま
つ
り
に
先
立
っ
て
3

月
初
日
に
須
賀
川
市
の
翠
光
苑
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
し
た
。

落
語
家
で
小
型
飛
行
機
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
で
も
あ
る
桂
文
珍
さ
ん
が

「
み
ん
な
と
空
』
と
題
し
て
基
調

講
演
を
行
い
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
す
る
き
っ
か
け

な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
南
須
釜
の
念
仏
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

平成10年4月広報たまかわ

3月は日目れの季節。村内5つの小中学校で卒業式が行われま

した。ごご須釜小学授でも3月238に卒業式が行われ、卒業

生44名に伊藤校長先生から卒業証書が交付されました。卒業

生は一人ひとり、今後の目標や恩師への御礼のごとばを述べま
した。

村内小申学校で卒業式
学舎、恩師との思い出を胸に

福島空港テナント会が村社協ヘ寄付
空港感謝祭の収益金の一部

福島空港ビル内で営業している業者でつくる
福島テナント会では、今年も 1月と2月に空港

内で行われた感謝祭の収益金の一部10万円を村社会福
祉協議会に寄付されました。

テナント会の役員の皆さんが村役場を誌れ「福祉活動
にお役立てくださいJと車田社会福祉協議会長に手渡し
ました。

8 

会場での大応援団CNHKテレビより)

昨
年
ロ
月
に
河
沼
郡
河
東
町
で

行
わ
れ
た

N
H
K
の
の
ど
自
慢
大

会
で
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
馬

上
勇
さ
ん

(却
歳
)
H
南
須
釜
日
が

東
北
・
北
海
道
代
表
と
し
て
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
、

3
月
凶
臼
に
東

京
渋
谷
の

N
H
K
ホ
l
ル
で
全
国

か
ら
の
代
表
者
同
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
模

様
は

N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
で
全
国

に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

馬
上
さ
ん
は
、

6
番
目
に
登
場

し
て
地
方
大
会
の
時
と
同
じ
尾
崎

豊
の
「
I
L
O
V
E
Y
O
U」

を
熱
唱
し
ま
し
た
。

会
社
か

5
大
応
援
団

馬
上
さ
ん
が
勤
務
す
る
水
谷
工

業
(
石
川
町
)
で
は
、
水
谷
社
長
を

団
長
に
約
別
名
の
応
援
団
を
結
成
。

パ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
お
揃
い

の
現
場
用
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
声
援

を
送
り
ま
し
た
。
水
谷
社
長
も

「最
近
、
暗
い
世
相
の
中
で
明
る
い

出
来
事
な
の
で
社
を
挙
げ
て
応
援

し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
わ
ら
じ
を
寄
贈

南
須
釜
の
円
谷
さ
ん

今
年
も
円
谷
多
敬
雄
(
九
歳
)
さ

ん
か
ら
交
通
安
全
の
啓
発
用
に
と

ミ
ニ
わ
ら
じ
六
百
足
が
村
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

円
谷
さ
ん
は
、

8
年
前
か
ら
リ

ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
、
ビ
ニ
ー
ル
製

テ
l
ブ
で
ミ
一
一
わ
ら
じ
の
製
作
を

し
て
お
り
、
村
の
ほ
か
に
も
石
川

磐
田
察
署
に
千
二
百
足
を
贈
り
ま
し

た
。

一
砂
利
採
取
監
視
員
伏
固
さ
ん
に
感
謝
状

一

伏
田
章
さ
ん

(何
歳
)
U
竜
崎
u
は
、
石
川
郡
内

一
で
唯

一
の
砂
利
採
取
監
視
員
と
し
て
昭
和
白
年
か

ら
ぬ
年
問
、
砂
利
監
視
業
務
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
県
中
農
地
事
務
所

長
か
ら
県
知
事
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

北須釜の県消防防災航空センターで防災へりコブター「ふ

くしまjの就航式が行われました。県内で起こるさまざまな

災害にスピーテ、ィな対応が期待されます。
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@80 司団団@の健康ごよみ

団 若

員人

募の

集翼

圃
募
集
条
件

県
内
に
居
住
す
る
初
歳
か
ら
お
歳

(
平
成
問
年
4
月
1
日
現
在
)
ま
で

の
勤
労
青
年

画
募
集
人
数
臼
人

画
派
遣
時
期
(
出
発
予
定
)

平
成

m年
9
月
7
日
(
月
)

圃
募
集
期
間

4
月
1
日
(
水
)
1
5
月
8
日
(
金
)

圃
申
込
先

村
公
民
館
岱
(
幻
)
4
6
3
2

圃
主
な
内
容

青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

テ
l
マ
に
研
修

画
詳
し
く
は
、
県
青
少
年
女
性
課

青
少
年
育
成
係

。02
4
(
5
2
1
)
7
1
8
7

蓄の行政相談週間中に相談員が臨時相談

所を開設します。お気軽にご来所ください。

圃月 白 5月20己(水)

圃場所及び時間 ・役場北庁吉

(9時----12時)

・須釜公民館

( 13時30分----16時)

ん
さ正義ロ

員
氾

火
υ八

甲
主

樹
首
【

4r8
…愚

容

匿

容

一塁

:j寒7・8力月児健康相談・・・

午前10時~

.5月

8日(金)

{派遣国及び期間等}

13名14日間ドイ ツデンマーク、遣i尿1
 

1
 

殴

13名

13名14日間タイ王国、インドネシア東南ア ジ ア

舟券発売窓口業務

10名程度

年齢18~45歳

玉川村在住者

日曜、祝日、正月割務司能

な方

約180巴

約160万円

4月 15日~4月30日

5月13日
履歴書(写翼貼付)送付

〒431-3030
静岡県浜名郡新居町浜名

180-4 
(社)静岡県モーターボー

ト競争会

岱 053-594-1531

Itl酪務内容

量採用人員

圃採用条件

三I広報長まカオ室長主 主=主主

主三ヨ同勢蚕送云芝翫ませ劫E

事年調勤務

働年収総額

圃募集期問

調試験日

圃応募方法

圃応募先

~お送りする期間 申込みあった月から 1年間

画面代 金 1部につき1，000円
画監申込先 代金をj訴えて役場総務課まで

※期限切れの万で継続される場合も早めに

手続きしてください。

ぺ{宗

国

回

箆

保

直

13日(水)機能書11練

午前10時~

股関節脱臼健診

午後 1 時30分~2時

15日(金) 1歳児お誕生健診・・

午後 1B寺~

須 :須釜公民館

愚 :受付時時

'1事:保鑓センター

旧石 :旧石川保健所

14日間オーストラリア、ニュージーランドオセアニア派遣

13名14日間ブラジル、ノfラグアイ、'J.I'.
I主主派米南

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚 く御礼申し上げます。なお、今月号から個人からの金額の掲載はいたしません。

記

・南須祭の;塩坪誠さん

・福島空港ピル テナント 会

・;東京王)11会

-北須援の;溢持政吉さん

.JII辺 の 野 崎主主宰さん

・竜l悔の橋本義晴さん

・ニ!と須釜の鈴木要二 さん

nu 

凋
E
E
E
-

外協

募集説閉会
叩

あなたの技術・経験・情熱を

開発途上国で活力、してみません

か。只舎、青年海外協力隊員を

募集中です。

画応募資格:満20歳~39歳ま

での巳本国籍を持つ万

圃募集期間:平成10年4月15
日(水)から平成10年5月31臼

(巳)まで

画面派遣期間:原則として2年間

圃派遣臨種 :農林水産 -加工

保守操作・土木建築保健衛生

教育文化・スポーツ部門、約140
職種

自画閤い合わせ先:二本松青年海

外協力隊員訓練所

干964-8558
二本松市永田守長坂4-2
n0243-24-3200 

5 月 6 日(水)~ 5 月 1 3 日(水)
〔4丹3日(金))

6 月 24 日(水)~ 7 月 1 日(水)
〔5月18日(月))

なお、申込用紙の請求や受験資格などの詳しい内容については、下記にお問い合わせください。

問い合わせ先:人事院東北事務扇第二課試験係官(022)221 -2022 

10万円

14.000PJ 
(村社会語祉協議会〉

地区

)11 辺

岩法寺

南須釜

お誕生おめでとうございます |
(3月届出分)

保護者名

栄 作

渉

進

忠 夫

吾

出生児氏名

大 竹 真奈美

駒木根 美 香

草 野陽

異野 目 絢

瀬 谷 涼二

1，764戸(十2)

7，661人 (-2)

村のようす
けO:Cj:4月 18現在)

属
国
松
帯
広

歌
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集

3，746人(-5) 
'l 

北須釜
3，915人(+3)

.4月

22日(水)ポリオ予防接種・

午後 1時~

24日(金) 3歳児健診・・・・

午後 1時~

30日(木)ポリオ予防接種・

午後 1時~

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
受
験
資
格

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
二
年
四
月

一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

-
受
験
願
書
受
付

平
成
十
年
五
月
六
日
(
水
)
か
ら

五
月
十
三
日
(
水
)

-
第
一
次
試
験

平
成
十
年
六
月
二
十
日
(
土
)
及

び
二
十

一
日
(
日
)

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

。
。
二
二
|
二
六
一二
|

一
一
一
一

内
線
三
二
三
六

V
須
費
川
税
務
署
総
務
課

。
。
二
四
八
l
七
五
|
一二

九
四

(3月届出分)

死亡者氏名 年 齢 世 帯 主 名

野|崎ヤス 63 重幸

橋本義 明 75 義晴

塩津キミ 子 57 久 義

塩津 リセ 89 政

鈴木政次 87 要 二

3月号のおくやみで草野キミヨさんの
年齢が76歳となっていましたが、62
歳の誤りでした。お琵びいたします。

地区

川辺

竜崎

南須釜

北須釜

今

月

の

納

税

自
民
年
金
保
験
料

4
月
分

【納
期
眼
は
4
月
幻
自
(
尾
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

村

公

民

舘

英
世
を
思
う
母
の
筆
跡
農
の
手
に
た
ど
た
ど
し
く
も
名
丈
と
な
る

真
弓

は
ん

オ
ホ
ッ
ク
の
流
水
遠
く
見
え
、
初
む
と
姉
住
む
町
は
北
の

「
風
烈
布
」

溝
井
は
な
よ

気
に
入
り
し
事
一
つ
あ
リ
灯
ど
な
リ
マ
わ
が
日
常
を
明
る
く
点
す

村P
3召

ツ
ヤ

夜
遅
く
帰
れ
ど
待
て
る
子
の
あ
り
て
労
リ
に
出
し
ゃ
る
小
さ
な
土
産

曲
山
き
く
み

扉
下
ま
で
入
リ
来
る
日
差

L
あ
り
が
た
し
書
き
物
一
目
し
て
い
る
師
走

豊
作
に
浮
か
れ
る
端
に
糟
糠
も
忘
れ
る
な
か
れ
ど
色
め
く
白
菜

会
那
木
さ
み

真
弓
五
三
男

11 
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私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

|
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
|

西
川
美
枝
ヱ
J

さ
ん

a吉
岡
)

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
南
関
九
州
の
鹿

児
島
市
で
す
。
鹿
児
島
市
は
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
の
と
お
り
、
錦
江
湾
に
桜
島
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
東
洋
の
ナ
ポ
リ
と

f

一一一一
口
わ
れ
る
ほ
ど
跡
指
駅
跡
な
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
磯
庭
園
か
ら
見
る
桜
島
の
美

し
さ
は
何
と
も
言
え
な
い
絶
景
で
す
。

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
高
校
を
卒
業

す
る
ま
で
鹿
児
島
市
内
で
過
ご
し
ま
し

た
。
年
間
を
通
じ
て
温
暖
な
気
候
で
と

て
も
住
み
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
雪
が
降
ら
な
い
代
わ
り
に
桜
島

の
噴
煙
に
混
じ
っ
た
砂
が
市
内
に
降
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。洗
濯
物
な

ど
は
外
に
干
す
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

令
日
の
食
卓
①

今
月
の
お
題
は

「
も
っ
と
野
菜
を
食
べ
よ
う
」
で
す

1
日
に
取
り
た
い
野
菜
の
目
安
量
と

し
て
は
、
緑
黄
色
野
菜
百
グ
ラ
ム
、
淡

色
野
菜
二
百
グ
ラ
ム
の
合
計
三
百
グ
ラ

ム
。
取
れ
て
い
る
よ
う
で
取
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
す
ぎ
が
気
に
な

る
日
本
人
の
食
卓
で
は
、
野
菜
を
十
分

に
活
用
し
た
料
理
を
上
手
に
組
み
合
わ

せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
i
ズ

「春のおひたしJ
1人分51キロカロリー

300cc 

大さじ 1

大さじ 1

小さじ 1

料 (4人分)一

150g 
100g 
50g 
大さじ 1
ひとつまみ

一材

(緑)菜の花

(淡)ゆで笥

(緑)人参

臼ごま

塩

食
べ
物
の
名
物
と
い
う
と
、
さ
つ
ま

揚
げ
、
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
、
錦
江
湾
で
捕

れ
る
キ
ビ
ナ
ゴ
な
ど
が
有
名
で
す
。

い
ず
れ
も
大
変
美
味
し
い
も
の
で
す
。

お
酒
は
、
さ
つ
ま
焼
酎
で
す
ね
。

九
州
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
言
え
ば

焼
酎
が

一
般
的
で
す
ね
。

か
つ
て
は
、
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に

あ
り
て
・
:
な
ど
と
思
い
ま
し
た
が
、

今
は
、
福
島
空
港
か
ら
福
岡
経
由
で

す
ぐ
に
行
け
て
と
て
も
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

〔
方
言
ク
イ
ズ
〕

私
の
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
で
「
し
ろ

く
ま
』
と
言
っ
た
ら
?
さ
て
何
で

し
ょ
う
。
と
て
も
美
昧
し
く
て
大
沼

き
で
す
。

※
正
解
は
、
来
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
発
表
し
ま
す
。

※(緑)…緑黄色野菜

(淡)…淡色野菜

①なべに水を入れ、火にかけ沸騰したら塩をひとつま

みいれる。軸、葉の順に菜の花を入れ、苅でて水気

をしぼる。

②笥は、ゆでて薄切りにする。

③人参は短間に切り、苅でて水気をしぼる。
④*欄の調昧料をあわせて、①②③を入れ20分位ひ

たし、血に盛りつけてごまを振る。(菜の花の代わ

りに青菜、ほうれん草、小松菜、チンゲン菜)でも

OK。ねり辛与などをいれでもー農業昧しくなりま

す。

一一作り方一一

東
京
玉
川
会
結
成
問
周
年

記
念
事
業
を
開
催
予
定

6
月
に
玉
川
村
で
交
流
会
を
計
画

東
京
玉
川
会
は
、
昭
和
臼
年

5
月
昨
日
に
東
京
浅
草
で
設
立
総
会
が

聞
か
れ
、
今
年
で
満
叩
年
を
迎
え
ま
し
た
。
去
る

3
月

2
日
に
都
内
文

京
区
の
苔
渓
会
館
で
行
わ
れ
た
東
京
玉
川
会
役
員
会
の
申
で
設
立
川
周

年
を
記
念
し
た
事
業
案
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て
、
今

年
の
総
会
を
都
内
か
ら
ふ
る
さ
と
で
行
う
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
玉
川
会
設
立
叩
周
年
記
念

事
業
の
概
要
は
、

6
月
6
日
(
土
)

1
7
日
(
日
)
の

1
泊
2
日
の
日
程

で
東
京
都
内
か
ら
パ
ス
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
、
茨
城
県
内
の
観
光
地

な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
ふ
る
さ
と

玉
川
村
に
向
か
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
玉
川
村
に
到
着
後
に

村
内
の
主
要
な
施
設
や
観
光
地
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の
地
を
訪
ね

ま
す
。

そ
の
後
、
夕
方
か
ら
母
畑
温
泉

に
て
平
成
凶
年
度
の
定
期
総
会
を

開
催
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は、

5
月
上
旬
頃
に
会
員
皆
さ
ん
に

直
接
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

※
今
回
は
、
都
合
に
よ
り
「

ωに
残

る
我
が
ふ
る
さ
と
」
は
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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昨年の総会のようす
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